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平成２５年３月３０日（土）　　　　司会：小笠原　香織　　記録：島守　広恵
	小笠原
	島守
	竹内
	金田
	菅原
	上野
	松村
	大井
	服部
	大谷地
	小島

	○
	○
	年休
	休
	休
	休
	休
	休
	休
	休
	休

	櫻田
	竹花
	中村
	川井
	佐々木
	高森
	
	
	
	
	

	休
	休
	休
	休
	休
	休
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜新患情報＞

野坂　和恵様　72歳　神経症性うつ病

２０年ほど前に今回と同様うつ様の症状が出現。十和田にある精神科への受診歴があるも異常なしとのことで１回のみの受診であった。又１０年前よりﾌﾟﾚｯｼｬｰに感じることがあると動悸を感じることがあり六ヶ所にある診療所を１回/年程度通院しデパスが処方となっていた。デパスは動悸が出現した際、臨時的に服用していた。

去年暮れから今年にかけ毎年家族で年を越すのが日課となっていた。今年１月より風邪をひき、それ以降体調不良が見られ、表情が暗くなり家族が「うつ病ではないか」と心配するようになる。本人曰く元来神経質だが明るい性格であり１８歳の頃から美容師として自分で店を出している。お客さんのことや家族、孫のことを考えると、頼られることがﾌﾟﾚｯｼｬｰ感じるようになり憂鬱感が出現。自分では強く「うつ」と感じることはない様子。又実姉が心臓の手術を受けることになり周囲から「あなたも気をつけて！」等いわれたことに対し元々動悸が出現する為、心臓の事が気にかかったり、陰部からの不整出血もあったりと身体面での心配事が増えていた様子。（いずれも病院受診し検査するも異常所見はなし）このように些細な事が気になってしまう様子で今年１月より食欲の低下みられ（元々食は細い）ここ３ヶ月間で体重が3～4Kg減少している。又夜間の睡眠も不安定となり、次男が勤める秋田大学よりマイスリー（５）を処方し３月から服用している。服用後は23：00～4：00までは覚醒なく朝もスッキリ目覚められるとの事。夜間の睡眠に関しても薬に頼って眠ることに抵抗がある様子。症状改善されず本日長男付添いにて受診。上記診断にて内服薬28日分処方となっている
＜外来患者様情報＞
・円子　勝仁様～体重増加傾向あり運動療法勧められている。次回4/27採血・検尿予定。
・上沢　友里恵様～本日、妙高園スタッフとともに話しを聞いてほしいと受診。診察の際、入院の希望聞かれている。詳細については、妙光園のスタッフと合わないからとの事。本日、主治医不在の為、来週受診するようすすめられている。
・工藤　彰子様～眠剤変更後より熟睡感がないとの事。変更前の処方内容で28日分処方となっている。

